
北
ア

ル
プ

ス
展

望
の

里
・

花
と

ハ
ー

ブ
の

里
・

あ
づ

み
野

池
田

町

「
日

本
で

最
も

美
し

い
村

」
連

合
加

盟
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年
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念
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紹
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0
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町
制
施
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1
0
0
周
年
・合

併
6
0
周
年
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念
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2
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3

現
役
プ
ロ
野
球
選
手
の
凄
み

千
葉

ロ
ッ

テ
マ

リ
ー

ン
ズ

の
井

口
資

仁
選

手
の

野
球

教
室

で
、

飛
距

離
抜

群
の

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

を
見

つ
め

る
野

球
少

年
た

ち
。

彼
ら

に
と

っ
て

一
生

忘
れ

ら
れ

な
い

体
験

に
な

っ
た

こ
と

で
し

ょ
う

。

（
関

連
記

事
1
0
・

1
1

ペ
ー

ジ
）



雪
と
親
し
み
、
地
域
ぐ
る
み
で

除
雪
に
ご
協
力
を
！

　

     

　

町
で
は
、
今
冬
の
主
要
道
路
除
雪
計
画
を
次
の
と

お
り
作
成
し
ま
し
た
。

　

除
雪
の
方
法
は
、
町
内
の
除
雪
機
械
所
有
者
（
建

設
業
者
・
自
治
会
等
）
に
委
託
し
、
積
雪
量
に
よ
り

１
次
除
雪
～
４
次
除
雪
に
区
分
し
て
行
い
ま
す
。

　

除
雪
に
は
、
多
額
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

町
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
自
宅
周
辺
等
で
き
る
範
囲
で
除
雪
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
豪
雪
時
（
積
雪
量
お
お
む
ね
40
㎝
以
上
）

の
場
合
は
、
池
田
町
豪
雪
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ

い
て
豪
雪
対
策
本
部
を
設
置
し
、
各
地
区
防
災
会
長

（
豪
雪
対
策
本
部
の
現
地
本
部
長
）
さ
ん
と
連
携
し

除
雪
を
し
ま
す
。

平
成
27
年
度 

池
田
町
主
要
道
路
除
雪
計
画

１　

目
的

　

町
内
の
主
要
な
道
路
の
除
雪
を
行
い
、
車
両
等
の

運
行
を
確
保
し
て
町
民
の
生
活
の
安
定
に
努
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
ま
す
。

２　

除
雪
基
準

　

積
雪
量
が
お
お
む
ね
10
㎝
以
上
に
な
っ
た
時
点
を

目
安
と
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
池
田
町
か
ら
委
託
を
受

け
た
除
雪
委
託
契
約
者
が
出
動
し
、
除
雪
し
ま
す
。

　

な
お
、
豪
雪
の
場
合
は
、
豪
雪
対
策
本
部
を
設
置

し
、
町
民
総
参
加
に
よ
り
除
雪
し
ま
す
。

３　

除
雪
方
法
お
よ
び
除
雪
路
線

　

除
雪
方
法
は
、
１
次
除
雪
か
ら
４
次
除
雪
に
区
分

し
て
行
い
ま
す
。

【
１
次
除
雪
】

・
積
雪
量
お
お
む
ね
10
㎝
以
上
20
㎝
未
満

　

町
が
あ
ら
か
じ
め
指
定
し
た
主
要
な
道
路
を
除
雪

委
託
契
約
者
に
よ
り
除
雪
し
ま
す
。

【
２
次
除
雪
】

・
積
雪
量
20
㎝
以
上
40
㎝
未
満

　

１
次
除
雪
の
道
路
に
加
え
て
、
町
が
指
定
し
た
道

路
を
除
雪
委
託
契
約
者
に
よ
り
除
雪
し
ま
す
。

【
３
次
除
雪
】

・
積
雪
量
40
㎝
以
上

　

町
長
を
本
部
長
と
す
る
豪
雪
対
策
本
部
を
設
置
し
、

町
内
に
あ
る
除
雪
機
械
を
フ
ル
活
用
し
、
町
の
み
な

さ
ん
総
出
に
よ
り
除
雪
し
ま
す
。

【
４
次
除
雪
】

・
積
雪
量
が
多
く
３
次
除
雪
に
支
障
を
き
た
す
場
合

　

豪
雪
対
策
本
部
会
議
で
排
雪
路
線
及
び
排
雪
の
時

期
等
を
決
定
し
、
関
係
者
の
協
力
の
も
と
排
雪
除
雪

し
ま
す
。

  

        豪雪対策本部 
         組 織 図 

本部員 

教 育 長 

課   長 

総務課/建設水道課

除雪機械所有者 

本部長 

町   長 

副本部長 

副 町 長 

現地本部 

防災会長・自治会長

委託
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除雪作業にご協力を！
１　道路除雪作業で各戸の玄関先に残った雪の除去にご協力をお願いします
　　除雪作業は、道路上の雪を道路端に寄せる作業のため、どうしても各戸の入口に雪が残ってし
　まいます。寄せられた雪については、除雪車が通った後、各戸での除雪をお願いします。
　　また、ゴミステーションやバス停、歩道等の除雪にもご協力ください。

２　道路への雪出しをしないでください
　　道路への雪出しは県条例で禁止されています。道路に出された雪は、圧雪され凸凹状態になり
　事故を誘発します。

３　路上駐車をしないでください
　　路上駐車は、除雪作業のさまたげになります。

４　水路への雪捨てをしないでください
　　水路に雪を流すと、下流で詰まり水があふれる原因になります。
　　（当町の水路は多雪地区にみられる「流雪溝」の構造にはなっていません）

５　雪捨場には雪以外のものを持ち込まないようにしてください
　　雪と一緒に土砂やゴミなどを持ち込まないようにしてください。

　■早朝など気温の低い時の雪かきは、心臓病や高血圧の方には大変な負担と
       なります。無理をせず事故のないよう注意しましょう。 

４　

雪
捨
場

　

町
の
み
な
さ
ん
の
自
主
的
な
排
雪

に
備
え
て
雪
捨
場
を
確
保
し
ま
す
。

①
「
ア
ル
プ
ス
広
場
サ
ッ
カ
ー
場
南
」

（
あ
づ
み
病
院
西
河
川
敷
）

②
「
あ
づ
み
野
広
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
北
」

（
安
曇
養
護
学
校
南
西
河
川
敷
）

　

利
用
の
際
は
雪
を
奥
の
方
か
ら
置

い
て
く
だ
さ
い
。

※
町
内
を
通
過
す
る
県
道
４
路
線
は
、
大
町
建
設
事
務
所
の

委
託
業
者
が
除
雪
し
ま
す
。

　

・
主
要
地
方
道
大
町
明
科
線

　

・
県
道
上
生
坂
信
濃
松
川
停
車
場
線

　

・
県
道
原
木
戸
安
曇
追
分
停
車
場
線

　

・
県
道
宇
留
賀
池
田
線

※
高
瀬
川
大
橋
（
池
田
～
松
川
）
と
高
瀬
橋
（
池
田
～
穂
高
）

の
歩
道
は
凍
結
の
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
関
係
機
関
と
連
携

の
う
え
、
町
か
ら
委
託
を
受
け
た
業
者
が
除
雪
し
ま
す
。

案内看板

問
い
合
せ
先

・
除
雪
に
関
す
る
こ
と
：
建
設
水
道
課　

℡
62
‐
３
１
３
０

・
県
道
除
雪
に
関
す
る
こ
と
：

大
町
建
設
事
務
所
維
持
係　

℡
22
‐
５
１
１
１

※
豪
雪
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た
場
合

・
豪
雪
対
策
本
部
：
総
務
課 

℡
62
‐
３
１
３
１
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平成 26 年度　池田町土地開発公社決算
　池田町土地開発公社は、公拡法に基づく設立団体として昭和 48 年に設立されて以来、工場用地・
住宅用地の取得、造成、分譲を行い、池田町の発展に寄与してまいりました。
　公社役員は、町の理事者および課長、町議会議員、識見者等 13 名の理事および 2 名の監事で構
成され、理事長は町長が兼務しています。

◆主要事業

◆決算状況　1 万円未満四捨五入

○千本木台住宅地の分譲　○あゆみ野住宅地の分譲

　○収入
　・預金利息、雑収益　44 万円
　　（※ 1 万円未満 四捨五入）

問い合せ先　建設水道課　℡ 62-3130

　○支出
　・人件費、経費　798 万円
　平成 26 年度については 754 万円の赤字となります。

平成 26年度貸借対照表 平成 26年度損益計算書

広報いけだ 4



池田町は

農業委員の選出方法が変わります
◆ 公選制から地域推薦・公募に

　農業委員の選出方法は、公職選挙法に基づくものから市町村長が議会の同意を得て任命する方法になります。
市町村長は、任命に当たって、あらかじめ地域の農業者や農業団体に候補者の推薦を求め、公募も行います。
推薦と応募の結果は公表が義務づけられ、市町村長もこれを尊重することが求められています。　

◆ 認定農業者を過半に　利害関係者以外も登用を

◆ 女性や青年の登用促進を

　区域内に認定農業者が少ない場合を除いて、農業委員の過半は認定農業者であることが求められます。

　農業委員の年齢、性別等に著しいかたよりが生じないよう配慮することが求められています。
このため、女性や青年の登用に向けた機運を高めることが急務となります。
　※　改正法の公布後は現行制度に基づく選挙の告示は行われません。また、改正法の施行は平成 28 年４月１日で、
　　施行時に在任している農業委員は、任期満了まで引き続いて農業委員としての職務を行います。

◆ 農業委員会は農業委員とともに地域で活動する推進委員を委嘱します
　農業委員会は、農地等の利用の最適化の推進に取り組む体制を強化するため、農地等の利用の最適化の推進に熱意
と識見を有する者のうちから農地利用最適化推進委員を委嘱します。
　区域ごとに農業者等から推進委員の候補者の推薦をもとめ、希望者を募集し、その結果を公表、尊重します。

◆ 推進委員は農業委員会の総会に出席し意見を述べることができます
　農業委員会の総会は推進委員に対して担当地域の活動の報告を求めることができ、推進委員も総会に出席して意見
を述べることができます。農地等の利用の最適化を進めるためには、農業委員と推進委員が一体的に連携しあって取
り組むことが欠かせません。

　池田町の農業委員の任期は平成 28 年３月 15 日までとなっていますが、経過措置により３月末まで任期が延長され、
４月１日からは新しい方法で選出された委員となります。また、４月より農地利用最適化推進委員も委嘱されます。
　法改正から期間もなく、農業委員や推進委員の定数等を決定し、地域からの推薦をいただくこととなりますが、よろ
しくお願いします。

同意

市町村長 農業委員会

市町村議会 任命 委嘱

農業委員 農地利用最適化推進委員

地域の農業者や農業団体

推薦・公募

農業委員、農地利用最適化委員の選任のイメージ

問い合せ先　農業委員会事務局　℡ 62-3127
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信州消防団員応援ショップ
消防団員を応援して地域の防災力向上に貢献！

登録店舗大募集！

応 援
事業所

長野県

消防団員

登
録
申
込

登
録
依
頼
･

表
示
証
交
付

サービス提供

カード提示

市町村との
共同実施

応 援
事業所

サービス提供

カード提示

市町村

全国消防イメージ
キャラクター「消太」

カード
配布

　地域の安全を守るために日夜活動している消防団の活性化を促
進するため、長野県では、県内消防団員に割引等の特典サービスを
ご提供いただけるお店などを大募集します。
この取組は、消防団員の加入を促進し、地域の防災力強化につな
げるものです。
ぜひ「信州消防団員応援ショップ」への登録をお願いします！

②社会貢献に取り組む店舗としてのイメージアップ
お店やホームページ等でＰＲすることで、地域の防災力向上に協力する企業としてのイメー
ジアップにつながります。

③店舗ＰＲのチャンス
登録店舗は、県公式ホームページに掲載されるほか、パソコ
ンやスマホでも簡単に検索できるサイトにも登録。（予定）
店舗のＰＲツールとしても活用いただけます。

可能なサービスを設定してください。
・飲食・宿泊代金の割引、一品追加（飲食店、旅館・ホテル等）
・店頭表示価格より５％割引（家電量販店、小売店等）
・付加ポイントの追加（小売店） など
※全県の消防団員が対象となります。

応援ショップ登録３つのメリット
①新たな顧客拡大
県下約３万５千人の消防団員とその家族が利用することで、新たな顧客拡大につながります。

★団員への特典サービスについて

平成28年1月
　スタート予定!

◆登録方法◆
信州消防団員応援ショップに登録を希望される方は、①長野県危機管理部消防課消防係へメー
ル②市町村に備え付けの『登録申込書』に必要事項を記入しＦＡＸ送信③ながの電子申請サー
ビスのいずれかの方法で申請してください。

【お問い合せ・申込み先】

　長野県 危機管理部　消防課消防係　℡ 026-235-7182（直通）　fax026-233-4332

　　　　　　　　　　　　　　　　　メールアドレス　shobo@pref.nagano.lg.jp

                                 電子申請アドレス：https://www.shinsei.elg-front.jp/nagano/uketsuke/dform.do?acs=shobodan
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地
震
に
対
す
る
備
え
を
考
え
ま
し
ょ
う

　

昨
年
11
月
22
日
に
発
生
し
た
長
野
県
神
城

断
層
地
震
（
注
釈
）
か
ら
、
一
年
が
経
ち
ま

し
た
。
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
白
馬
村
の

堀
之
内
地
区
で
は
、
未
だ
避
難
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
方
が
、
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。

　

白
馬
村
に
限
ら
ず
、
周
辺
市
町
村
で
も
多

く
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
け
が
を
さ
れ

た
方
も
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
幸

い
な
こ
と
に
命
を
落
と
さ
れ
た
方
が
一
人
も

い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
「
白
馬
の
奇
跡
」
と
称

さ
れ
る
と
お
り
、
ま
さ
に
奇
跡
に
値
す
る
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　　

地
震
発
生
時
の
自
助
・
共
助
・
公
助

　

こ
の
地
震
で
は
、
建
物
の
被
害
が
大
き

か
っ
た
わ
り
に
、
人
的
被
害
が
少
な
か
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
要
因
の
一
つ
に
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
つ
な
が
り
の
深
さ
が

関
係
し
て
い
る
と
も
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
震
な
ど
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
に

は
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
「
自
助
」
、

身
近
な
人
達
が
お
互
い
助
け
合
う
「
共
助
」
、

行
政
機
関
に
よ
る
救
助
や
援
助
を
行
う
「
公

助
」
、
こ
の
３
つ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
は

た
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。地
震
に
よ
る
犠
牲
者
の
多
く
は
、

地
震
発
生
直
後
の
建
物
倒
壊
や
家
具
な
ど
の

転
倒
、
落
下
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
初
期
段

階
に
お
い
て
公
助
の
み
で
の
災
害
対
応
に
は

限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
地
震
直
後

の
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、
自
ら
を

守
る
「
自
助
」
と
と
も
に
、
近
隣
の
人
々
が

助
け
合
う
「
共
助
」
が
極
め
て
重
要
に
な
り

ま
す
。
白
馬
村
で
は
、
こ
の
「
共
助
」
が
有

効
に
機
能
し
た
た
め
、
人
的
被
害
が
最
小
限

に
食
い
止
め
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　
　

地
震
に
対
す
る
10
の
備
え

　

自
ら
を
守
る
「
自
助
」
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
い
つ
起
こ
る
か
わ

か
ら
な
い
地
震
に
対
す
る
備
え
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

①
家
具
類
の
転
倒
・
落
下
防
止
を
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

･･･

け
が
の
防
止
や
避

難
に
支
障
の
な
い
よ

う
に
家
具
を
配
置
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

②
け
が
の
防
止
対
策
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

･･･

避
難
に
備
え
て
ス
リ
ッ
パ
や
ス
ニ
ー
カ
ー

な
ど
を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

　

食
器
棚
や
窓
ガ
ラ
ス
な
ど
に
は
、
ガ
ラ
ス

の
飛
散
防
止
措
置
を
し
て
お
く
こ
と
が
効
果

的
で
す
。

③
家
屋
や
塀
の
強
度
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

･･･

家
屋
の
耐
震
診
断
を
受
け
、
必
要
な
補

強
を
し
て
お
く
こ
と
が
効
果
的
で
す
。 

④
消
火
の
備
え
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

･･･

火
災
の
発
生
に
備
え
て
消
火
器
の
準
備

や
風
呂
の
水
の
く
み
置
き
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。 

⑤
火
災
発
生
の
早
期
発
見
と
防
止
対
策
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

･･･

火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

普
段
使
用
し
な
い
電
気
器
具
は
、
差
込
み

プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
い
て
お
き
ま

し
ょ
う
。 

⑥
非
常
用
品
を
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

･･･

非
常
用
品
は
、
置
く

場
所
を
決
め
て
準
備
し

て
お
く
こ
と
が
よ
い
で

し
ょ
う
。

⑦
家
族
で
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

･･･

家
族
が
離
れ
離
れ
に
な
っ
た
場
合
の
安

否
確
認
の
方
法
や
集
合
場
所
な
ど
を
決
め
て

お
く
と
安
心
で
す
。
ま
た
家
族
で
避
難
場
所

や
避
難
経
路
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

⑧
地
域
の
危
険
性
を
把
握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

･･･
自
分
の
住
む
地
域
の
地
域
危
険
度
を
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

⑨
防
災
知
識
を
身
に
付
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

･･･

新
聞
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
か
ら
、

防
災
に
関
す
る
情
報

を
収
集
し
、
知
識
を

身
に
つ
け
て
お
く
こ

と
が
災
害
発
生
時
に

慌
て
な
い
で
行
動
で

き
る
こ
と
に
繋
が
り

ま
す
。 

⑩
防
災
行
動
力
を
高
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

･･･

日
頃
か
ら
地
域
の
防
災
訓
練
な
ど
に
参

加
し
て
、
身
体
防
護
、
出
火
防
止
、
初
期
消

火
、
救
出
、
応
急
救
護
、
通
報
連
絡
、
避
難

要
領
な
ど
を
身
に
つ
け
て
お
く
と
よ
い
で

し
ょ
う
。

　

長
野
県
神
城
断
層
地
震
の
教
訓
を
風
化
さ

せ
な
い
た
め
に
も
、
地
震
に
対
す
る
備
え
を

も
う
一
度
確
認
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
機
会

に
住
民
同
士
の
繫
が
り
や
、
有
事
の
際
の
安

否
確
認
方
法
な
ど
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

〔
注
釈
〕

長
野
県
神
城
断
層
地
震
の
呼
称
に
つ
い
て
一

般
に
は
「
長
野
県
北
部
を
震
源
と
す
る
地
震
」

と
称
さ
れ
る
が
、
長
野
県
で
は
「
長
野
県
神

城
断
層
地
震
」
と
呼
称
す
る
と
公
表
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
本
文
中
に
お
い
て
も
「
長
野

県
神
城
断
層
地
震
」
と
表
記
し
た
。
（
長
野

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

消防署だより 北アルプス広域南部消防署　℡６２－０１１９
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「がんを予防する食生活を学ぼう」

コミュニティ助成事業（宝くじ助成金）を活用し
地域コミュニティを推進しました

　財団法人自治総合センターおよび公益財団法人長野県市町村振興協会では宝くじの社会貢献広報事業として、宝くじの
受託事業収入を財源としたコミュニティ助成事業を行っています。27 年度はそれぞれ 2 つの自治会と自主防災会がこれ
らの助成金を活用して各種備品を整備し、地域コミュニティ向上を図りました。

三丁目自治会

地域のコミュニティ活動のため、山車の修繕（車軸・
照明等）を行いました。

助成元：自治総合センター

地域のコミュニティ活動のため、山車の修繕と太鼓・法被
等を整備しました。

助成元：長野県市町村振興協会

四丁目自治会

和合地区防災会

地域防災活動のため、テント、発電機、防災倉庫などの
防災備品を購入しました。

助成元：自治総合センター

渋田見南部地区防災会

地域防災活動のため、備蓄毛布、防災倉庫、オイルタン
クなどの防災備品を購入しました。

助成元：長野県市町村振興協会

池田町のご出身で、神奈川県を拠点に長年栄養改善の活動をされている寺嶋先生から、
がん予防のための食生活について教えていただきます。素朴な疑問にもお答えいただけ
る予定です。申し込みの必要はありませんので、お気軽にご参加ください。

日時：12 月 18 日（金）午後６時から
場所：池田町総合福祉センター　やすらぎの郷　２階大会議室
講師：管理栄養士　寺嶋寿介先生【（公社）神奈川県栄養士会 副会長】

　はつらつスタンプ事業の対象となります。　
　スタンプカードお持ちの方は忘れずにお持ちください。

問い合せ先　福祉課　健康づくり係　℡ 61-5000

問い合せ先　総務課　町づくり推進係　℡ 62-3129
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◆
今
月
の
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
リ
レ
ー　
　

担
当
：
総
合
体
育
館　

川
田

　

町
民
に
よ
る
運
動
意
識
向
上
の
為
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、バ
ラ
ン
ス

ボ
ー
ル
リ
レ
ー
！
今
月
は
な
ん
と
全
家
庭
、滝
沢
地
区
！

　
リ
レ
ー
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
リ
レ
ー
が
始
ま
っ
て
10
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
！

今
ま
で
沢
山
の
方
た
ち
に
使
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。バ
ラ
ン
ス
ボ
ー

ル
に
は
イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
を
鍛
え
、平
衡
感
覚
や
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を

養
う
効
果
が
あ
り
ま
す
が
一
週
間
の
体
験
リ
レ
ー
だ
け
で
は
実
感
で

き
ま
せ
ん
。リ
レ
ー
の
目
的
は
こ
の
受
動
的
な
運
動
機
会
で
、運
動
す

る
と
い
う
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
動
機
づ
け
に
す
る
こ
と
で
す
。実
際

に
リ
レ
ー
の
様
子
を
見
て
、バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
を
使
い
始
め
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、必
ず
し
も
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
だ
け
で
は
な
く
、運

動
を
始
め
る
き
っ
か
け
と
し
て
と
ら
え
て
く
だ
さ
い
。誰
で
も
出
来
る

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
の
体
験
か
ら
健
康
づ
く
り
に
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
が

最
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

　

https://w
w

w
.facebook.com

/balanceballrelay

◆「
て
る
み
ん
・
ふ
～
み
ん
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
の
製
作
を
企
画
」

担
当
：
観
光
協
会　

鈴
木 

　　

高
瀬
中
学
校
と
地
元

企
業
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る「
て
る
み

ん
・
ふ
～
み
ん
ワ
イ
ン

グ
ラ
ス
」の
製
作
を
企

画
し
ま
し
た
。

　

高
瀬
中
学
校
１
年
生

の
総
合
的
な
学
習
の
時

間
で
観
光
チ
ー
ム
の
生

徒
た
ち
が
役
場
を
取
材

し
、聞
い
た
話
を
参
考

に
お
土
産
品
の
ア
イ
デ

ア
を
作
成
。後
日
あ
ら
た
め
て
役
場
に
提
出
し
た
ア
イ
デ
ア

に
協
力
隊
が
興
味
を
持
ち
、授
業
に
参
加
し
て
生
徒
の
思
い

や
意
図
を
聞
き
取
り
ま
し
た
。

　

ア
イ
デ
ア
の
中
か
ら
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
に
着
目
し
、生
徒
た
ち

の
成
果
を
形
に
す
る
た
め
ガ
ラ
ス
の
加
工
技
術
を
も
つ(

株)

シ
ー
ケ
イ
テ
ッ
ク
に
相
談
。ぜ
ひ
協
力
し
た
い
と
試
作
品
を

製
作
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。商
品
化
に
あ
た
っ
て
は
池
田

町
商
工
会
に
も
力
を
貸
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

完
成
品
は
、第
２
回
ワ
イ
ン
祭
り
に
て
20
セ
ッ
ト
を
限
定

販
売
。企
画
し
た
高
瀬
中
生
徒
の
当
日
の
応
援
も
あ
り
完
売

し
ま
し
た
。

　

地
元
の
中
学
生
の
ア
イ
デ
ア
と
地
元
の
企
業
の
技
術
が
結

び
つ
い
て
ひ
と
つ
の
形
に
な
り
ま
し
た
。単
独
で
は
形
に
な
ら

な
い
こ
と
で
も
誰
か
と
手
を
組
め
ば
面
白
い
こ
と
が
起
こ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。　

池
田
町
に
は
面
白
い
ア
イ
デ
ア
を
持
っ

て
い
る
人
、素
晴
ら
し
い
技
術
を
持
っ
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
人
と
人
と
を
つ
な
げ
て
町
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
で
す
。

　◆活動報告（エルブ池田内装リニューアル）　　担当：観光協会 杉山

　農産物加工組合カモミールの会の販売部で売店「エルブ池田」の内装の
リニューアルを検討しているという話を伺い、北アルプス山麓ブランドの販
売推進員（以下、推進員）と一緒に手がけさせていただきました。
　大まかな什器の変更等は推進員の方が担当し、私たち協力隊はプライ
スカードの統一やわかりやすい店内ＰＯＰの作成に携わりました。店舗中
央の台の高さを低いものに変え、店内の見通しを良くしたり、手書きとパソ
コンの文字が混在していたプライスカードを、カモミールの会のロゴが入っ
たデザインのものに統一しました。
　あるものを利用しての改装なので、大きなイメージチェンジではありませ
んが、お客様が買い物しやすい、入りたくなるお店を目指してカモミールの
会の皆さんや推進員と共に更なる改善を目指していきたいと思います。

飯田さんご夫妻

森岡 宗彦さん

米倉 誠さん

片瀬 和子さん

　№ 12
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ありがとう 100 年　みらいへ輝け　池田町 本年、池田町は大正 4 年に旧池田町村が池田町となってから 100 年、昭和 30 年に旧池田
町と会染村が合併し新しい池田町が誕生してから 60 年の節目の年を迎えました。この記
念の年に町民の皆さんにより行われている様々な事業のなかから、いくつかを紹介します。

て
る
て
る
坊
主
で

　
ギ
ネ
ス
記
録
に
挑
戦
！

　10 月 23 日、高瀬中学校の生徒が企画した『てるてる坊主でギネス記録に挑戦』が行われ、校庭に 11,744 個のてるてる
坊主が飾られました。町制施行 100 周年を記念して、地域を盛り上げる活動をしたいとの思いから企画されました。全校生徒
274 名だけでなく、町内外の方々も協力して作られ飾られたてるてる坊主。協力と団結による成果に生徒たちは達成感に浸っ
ていました。記憶と記録に残る事業です。

池田町には自転車にピッタリな里山があり、自転車を愛する仲間がいる

　池田マウンテンバイククラブは町制施行100周年・合併60

周年記念事業補助金を活用して「自転車ジムカーナin池田」

を７月から10月の間で４回開催しました。自転車ジムカーナ

とはパイロンを使ったコースを自転車で2回走行し、その時間

差の少なさを競うものです。5歳の子から60代後半の方、全日

本選手権の優勝経験者まで 157人の方々に参加していただ

けました。

　イベントを通じて自転車の素晴らしさや池田町の魅力、そし

てこのイベントを開催する魅力ある町として町内外の人たち

に印象付けられたと思います。来年度以降の開催希望も多く

寄せられ、継続していきたいと思っています。
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ありがとう 100 年　みらいへ輝け　池田町

時
代
の
変
遷
と
自
然
を
映
す
記
念
切
手
を
発
行

　池田町観光協会では、町制施行 100 周年・合併

60 周年を記念した切手を発行しました。

　かつて養蚕業や宿場町として栄えた歴史と文化、

また自然に彩られた池田町のさまざまな風景を今も

残っている情景を活かしつつ制作しています。

　切手を作成するにあたり、昔の風景と今の池田町

の風景、いろいろな方々がいろいろな形で作り上げ

てきた歴史・文化の一部しか取り上げられませんで

したが、町民のみなさんと共に全国へ発信していき

たいと考えています。

　お手紙を書く際にご利用いただくだけでなく、町

制施行 100 周年の記念にぜひお手元に残しておか

れてはいかがでしょうか。

販売金額：１０００円

販 売 先： 池田町観光協会、池田町役場、

　　　　　 池田町ハーブセンター

問合せ先：池田町観光協会　

　　　　　（金の鈴会館：松本信用金庫様隣）

　　　　　℡ 62-9197 mail：info@ikeda-kanko.jp

野球少年たちは大人になっても決してこの日を忘れることはないだろう
　11 月 3 日、池田町少年野球連盟は、町制施行

100 周年・合併 60 周年記念事業補助金を活用して、

千葉ロッテマリーンズで活躍中の現役プロ野球選手

井口資仁氏を講師に招き、少年野球教室を開催しま

した。当日は町内を中心に小学 4 年生から中学生

までの児童生徒49名が参加、爽やかな秋晴れの中、

憧れのプロ野球選手からの打撃や守備の直接指導

に、子どもたちは目を輝かせてアドバイスに熱心に

聞き入っていました。

　また、実技指導のほかにも、野球力測定やホーム

ラン競争、サイングッズのプレゼント抽選会なども

行われ、終始盛り上がった教室となりました。

　プロ野球現役選手による野球教室は池田町初開催

であり、まさに町制施行 100 周年の節目にふさわ

しい、子どもたちに夢を与えるメモリアルイベント

となりました。

池田町町制施行 100 周年合併 60 周年記念事業補助金は、平成 27 年 12 月 25 日（金）まで、申請を受け付けています。

ただし、平成 28 年 3 月 31 日までに事業完了できるものに限ります。詳しくは総務課町づくり推進係までお問い合せください。

問い合せ先　総務課　町づくり推進係　℡ 62-3129

記念事業紹介
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記念式典は新しく詩を加えた池田小唄の発表から始まり、子ども達の意見発表、特別記念番組の放映、池
田小合唱団の発表など盛り沢山の内容で開催されました。講演後は歌手でタレントの三四六氏による記念
講演が開催され、これまでの歩みを振りかえりながら、将来へのさらなる発展を誓う機会となりました。

平成27年10月10日
池田町町制施行100周年合併60周年記念式典

「
未
来
の
池
田
町
が
い
い
町
で
あ
る
た
め
に
」

池
田
小
学
校
６
年　
　
　

浅
原　

千
愛

　　

今
年
は
、池
田
町
町
制
１
０
０
周
年
の
節

目
の
年
で
す
。私
た
ち
の
10
年
、20
年
後
大
人

に
な
っ
た
時
に
、あ
っ
て
ほ
し
い
池
田
町
の
姿

を
考
え
ま
し
た
。

　

ま
ず
、考
え
た
の
は
お
年
寄
り
や
障
が
い
者

の
す
み
よ
い
町
で
す
。子
ど
も
は
年
を
重
ね
る

ご
と
に
減
っ
て
い
き
、お
年
寄
り
が
増
え
る
ば

か
り
で
す
。10
年
、20
年
で
お
年
寄
り
の
数
が

も
っ
と
も
っ
と
増
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。お

年
寄
り
の
方
の
中
に
は
足
や
腰
が
悪
く
、急
な

段
差
や
階
段
は
の
ぼ
れ
な
い
と
い
う
人
が
多

く
い
る
と
思
い
ま
す
。そ
れ
は
、障
害
を
も
っ
た

方
で
も
同
じ
で
す
。そ
ん
な
人
た
ち
が
、こ
こ

ち
よ
く
池
田
町
に
住
ん
で
も
ら
え
る
た
め
に

は
、ス
ロ
ー
プ
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
増
や
す
こ

と
も
大
切
で
す
が
、地
域
の
人
た
ち
が
助
け
合

う
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。席
を
ゆ
ず
っ

た
り
、荷
物
を
持
っ
て
あ
げ
る
だ
け
で
も
、そ

の
人
は
と
て
も
楽
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

未
来
の
池
田
町
は
み
ん
な
が
、安
全
で
、安
心

し
て
く
ら
せ
る
町
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
い
い
な

あ
と
思
い
ま
し
た
。

　

新
し
い
施
設
や
楽
し
い
お
店
が
増
え
る
の

も
い
い
で
す
が
、そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
池
田

町
の
豊
か
な
自
然
や
文
化
を
未
来
に
残
し
て

い
く
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

池
田
町
に
は
池
田
町
に
し
か
な
い
自
然
や

文
化
が
あ
り
ま
す
。例
え
ば
、池
田
町
に
は
花

や
ハ
ー
ブ
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
り
北
ア
ル
プ
ス

の
絶
景
を
望
め
た
り
、た
く
さ
ん
の
自
然
と
ふ

れ
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、地
域
の
人

み
ん
な
が
参
加
す
る
お
祭
り
や
神
社
の
伝
統

あ
る
お
祭
り
が
あ
り
ま
す
。

　

池
田
町
に
は
た
く
さ
ん
の
良
い
所
が
あ
り

ま
す
。で
も
そ
れ
が
必
ず
未
来
に
残
っ
て
い
る

と
は
い
え
ま
せ
ん
。だ
か
ら
、今
、池
田
町
に

住
ん
で
い
る
私
た
ち
が
そ
れ
ら
を
大
切
に
し
、

未
来
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
で
池
田
町
の
宝

と
し
て
、ず
っ
と
残
っ
て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。　

一
人
で
も
そ
う
い
う
事
を
思
っ
て
い
る

人
が
い
れ
ば
未
来
へ
の
大
き
な
一
歩
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

　

私
が
未
来
の
池
田
町
に
あ
っ
て
ほ
し
い
姿

は
、お
年
寄
り
や
障
が
い
者
の
す
み
よ
い
町
、

自
然
や
文
化
を
大
切
に
す
る
人
が
た
く
さ
ん

い
る
町
、そ
し
て
み
ん
な
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

町
で
す
。今
は
む
り
か
も
し
れ
な
い
け
ど
私
た

ち
の
一
歩
が
10
年
、20
年
後
に
役
立
つ
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。１
０
０
才
の
池
田
町
が
、２
０
０

才
、３
０
０
才
に
な
っ
た
時
に
も
っ
と
い
い
姿

に
な
っ
て
い
た
ら
い
い
で
す
。

　

記
念
式
典
意
見
発
表

　
　
　
『
未
来
の
池
田
町
』

池田小学校合唱団は澄んだ歌声で式典に花を添えました

式典・記念講演には約 500 人が参加し、盛大に開催されました。

三四六氏は笑いを交えながらの軽快
なトークを展開して参加者を楽しませ、
また話の端々からは信州に対する熱い
想いが感じられました。長野県は他の
どこよりも素晴らしいのに PR が上手く
ないことや、県内の素晴らしい市町村を
もっと知るべきだという話など、これか
らの町づくりの参考になる講演でした。
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平成27年10月10日
池田町町制施行100周年合併60周年記念式典

「
お
年
寄
り
と
若
者
が
協
力
し
、つ
く
る
未
来
」

会
染
小
学
校
６
年　
　
　

有
田　

悠
希

　　

毎
年
、池
田
町
で
八
幡
神
社
例
大
祭
が
開

か
れ
る
。こ
の
お
祭
り
は
僕
の
宝
だ
。今
ま
で
、

お
み
こ
し
を
引
い
た
り
、屋
台
を
ま
わ
っ
た
り
、

お
囃
子
を
す
る
な
ど
、僕
に
た
く
さ
ん
の
思
い

出
を
残
し
て
く
れ
た
。だ
か
ら
こ
そ
、こ
の
お

祭
り
を
守
り
た
い
。今
、僕
が
こ
の
お
祭
り
を

楽
し
め
る
の
は
、八
幡
神
社
が
建
っ
た
2
6
0

年
前
か
ら
今
ま
で
、お
祭
り
を
伝
え
て
く
れ
た

昔
の
人
達
や
、お
年
寄
り
の
方
々
の
お
か
げ
だ
。

受
け
継
い
で
く
だ
さ
っ
た
お
年
寄
り
の
方
々

と
、受
け
継
い
で
き
た
そ
の
想
い
に
感
謝
す
る

と
共
に
、大
切
に
し
て
い
き
た
い
。

　

八
幡
神
社
の
祭
り
が
好
き
な
僕
は
、テ
レ
ビ

で
よ
く
見
る
、青
森「
ね
ぶ
た
祭
り
」に
も
興
味

を
持
っ
て
調
べ
た
こ
と
が
あ
る
。す
る
と
、こ
ん

な
こ
と
が
わ
か
っ
た
。そ
の
青
森
県
は
全
国
平

均
よ
り
も
お
年
寄
り
が
多
い
、つ
ま
り
高
齢
化

率
が
高
い
と
い
う
こ
と
を
。そ
の
他
に
も
調
べ

て
み
る
と
、京
都
祇
園
祭
や
阿
波
踊
り
な
ど
の

大
き
な
祭
り
を
開
催
し
て
い
る
県
も
、全
国
平

均
よ
り
高
齢
化
率
が
高
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

高
齢
者
を
大
切
に
し
て
い
る
県
は
、伝
統
が
続

き
、そ
の
結
果
、小
さ
な
祭
り
が
大
き
く
な
っ

て
い
る
。高
齢
者
の
方
々
を
大
切
に
す
る
こ
と

に
よ
り
、「
伝
統
が
う
ま
れ
る
」。僕
の
大
好
き

な
お
祭
り
を
守
る
た
め
に
、お
年
寄
り
の
方
々

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
っ
た
。

　

だ
が
、お
祭
り
を
支
え
る
の
は「
若
者
」と

思
う
方
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。し
か
し
、お

祭
り
に
は
年
番
が
あ
り
、お
年
寄
り
は
必
要

不
可
欠
な
存
在
な
の
だ
。ま
た
、お
年
寄
り
を

大
切
に
し
て
も
、町
は
よ
く
な
ら
な
い
と
考
え

る
方
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、お
年
寄
り
の

方
が
僕
達
よ
り
も
長
く
生
き
て
い
る
た
め
、昔

の
知
識
も
豊
富
に
あ
る
。実
際
に
、「
ふ
る
さ
と

チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
」の「
池
田
町
探
検
」が
あ
っ
た

時
、僕
た
ち
が
昔
の
池
田
町
の
写
真
を
見
な

が
ら
、「
こ
こ
は
ど
こ
だ
ろ
う
」と
言
っ
て
い
た

そ
の
場
所
を
見
た
瞬
間
に「
高
瀬
中
だ
」と
言

い
当
て
ら
れ
た
。豊
富
な
経
験
や
知
識
を
取

り
入
れ
る
こ
と
で
、町
を
違
う
視
点
か
ら
見
る

こ
と
が
で
き
、町
は
よ
り
よ
く
な
る
は
ず
だ
。

　

会
染
小
学
校
で
は
、「
ふ
れ
あ
い
委
員
会
」と

い
う
一
つ
の
委
員
会
が
お
年
寄
り
の
方
々
と

交
流
し
て
い
る
。そ
の
委
員
会
だ
け
で
は
な
く
、

全
校
で
交
流
す
る
機
会
を
作
れ
ば
お
年
寄
り

と
わ
た
し
た
ち
若
者
が
仲
良
く
な
れ
る
。ま

た
、そ
の
方
々
に
お
や
き
づ
く
り
や
し
め
縄
づ

く
り
、め
ん
こ
や
コ
マ
回
し
な
ど
、伝
統
的
な

も
の
を
教
え
て
い
た
だ
く
活
動
を
学
校
で
行

え
れ
ば
最
高
だ
。そ
う
し
な
が
ら
、伝
統
を
受

け
継
ぎ
、若
者
で
あ
る
僕
た
ち
と
お
年
寄
り
の

方
々
が
力
を
あ
わ
せ
れ
ば
、池
田
町
は
活
気

あ
ふ
れ
る
町
に
な
る
と
思
う
。

　

僕
は
今
、こ
の
池
田
町
が
好
き
だ
。新
し
い

こ
と
を
行
う
の
も
よ
い
が
、「
温
故
知
新
」の
と

お
り
、お
年
寄
り
の
方
々
や
昔
の
方
々
が
伝
え

て
く
れ
た
伝
統
を
大
切
に
し
、池
田
町
の
未
来

を
考
え
る
べ
き
だ
と
思
う
。

「
未
来
の
池
田
町
」高

瀬
中
学
校
３
年　
　
　

　

片
瀬　

雄
吾

　　

未
来
の
池
田
町
を
考
え
た
と
き
、こ
れ
か

ら
守
り
受
け
継
い
で
い
く
物
は
何
か
を
考
え

ま
し
た
。高
く
美
し
く
連
な
る
北
ア
ル
プ
ス
の

山
々
、樹
齢
２
５
０
年
を
超
え
た
春
夏
秋
冬

で
違
う
顔
を
見
せ
る
大
峰
高
原
の
大
カ
エ
デ
。

陸
郷
・
桜
仙
峡
の
山
桜
は
西
の
吉
野
、東
の
陸

郷
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
絶
景
、池
田
町
の
シ
ン

ボ
ル
で
も
あ
る
て
る
て
る
坊
主
。さ
ら
に
、池

田
町
に
は
昔
か
ら
の
文
化
や
伝
統
が
た
く
さ

ん
あ
る
こ
と
を
中
学
三
年
の
総
合
的
な
学
習

「
メ
イ
プ
ル
タ
イ
ム
」で
学
び
、誇
れ
る
す
ば

ら
し
い
文
化
や
伝
統
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と

を
再
認
識
し
、実
感
し
ま
し
た
。ま
た
そ
れ
ら

は
共
存
し
た
り
守
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い

と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
何
と
い
っ
て
も
、町
の
み
な
さ
ん
の

温
か
く
優
し
い
心
。僕
た
ち
が
安
心
し
て
毎

日
を
送
れ
て
い
る
の
も
、町
の
み
な
さ
ん
が
見

守
っ
て
く
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。本
当
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
今
高
瀬
中
学
校
で
は
、町
制
１
０
０

周
年
・
合
併
60
周
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

一
万
個
の
て
る
て
る
坊
主
で
ギ
ネ
ス
記
録
に

挑
戦
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
町
の
人
の
支
え
な

く
し
て
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。材
料
の
調
達
、

加
工
を
は
じ
め
、高
瀬
祭
の
時
に
も
た
く
さ
ん

の
て
る
て
る
坊
主
製
作
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。ま
た
町
役
場
や
教
育
委
員
会
を
は

じ
め
た
く
さ
ん
の
人
に
協
力
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。関
わ
っ
て
く
れ
た
全
て
の
人
の
思
い
を

胸
に
頑
張
っ
て
成
功
さ
せ
た
い
で
す
。

　

さ
て
、僕
の
思
う
未
来
の
池
田
町
は
今
の
池

田
町
が
そ
の
ま
ま
だ
っ
た
ら
い
い
な
ぁ
と
思
い

ま
す
。僕
た
ち
が
そ
う
思
う
よ
う
に
、町
の
人

の
温
か
い
支
え
や
励
ま
し
が
あ
っ
て
子
ど
も

た
ち
が
の
び
の
び
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
。

い
ざ
と
い
う
と
き
は
み
ん
な
で
手
を
と
り
合

い
、助
け
合
っ
て
生
き
て
い
け
る
町
。

　

冒
頭
で
も
話
し
た
と
お
り
、自
然
と
共
存

し
、文
化
や
伝
統
を
守
り
続
け
る
町
。

　

こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
町
で
あ
っ
て
、い
つ
か

　
「
僕
の
ふ
る
さ
と
は
池
田
町
だ
。」

　

と
胸
を
張
っ
て
自
慢
で
き
る
町
で
あ
っ
て
ほ

し
い
で
す
。

　

こ
れ
で
発
表
を
終
わ
り
ま
す
が
、こ
れ
か
ら

先
、よ
り
良
い
池
田
町
を
僕
た
ち
も
一
緒
に
つ

く
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
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「
池
田
町
産
業
祭
」
に
出
展
し
て

電
気
・
情
報
シ
ス
テ
ム
科　

小
野　

貴
敏

　

11
月
１
日
の
「
み
ん
な
の
文
化
祭
」
と
併
せ
て
開
催
さ
れ
た

「
池
田
町
産
業
祭
」
に
、
生
徒
15
名
・
職
員
８
名
で
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

池
工
生
の
指
導
に
よ
り
「
お
手
軽
モ
ー
タ
」「
脳
ト
レ
ゲ
ー
ム
」

「
プ
ラ
板
ス
ト
ラ
ッ
プ
」
の
制
作
を
体
験
し
て
い
た
だ
い
た
り
、

機
械
工
学
部
が
制
作
し
て
エ
コ
ラ
ン
大
会
に
出
走
し
た
「
ソ
ー

ラ
ー
バ
イ
ク
」
の
試
乗
も
行
い
ま
し
た
。

　

生
徒
達
に
と
り
ま
し
て
も
、
来
場
者
の

皆
さ
ん
と
多
く
の
交
流
が
で
き
た
事
は
、

と
て
も
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
池
工
で
行
っ
て
い
る
学
習
内
容
を
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
く
機
会
と

な
っ
た
こ
と
も
有
意
義
で
し
た
。

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
活
動
報
告

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

県
道
大
町
明
科
線
を
朝
夕
に
往
来
す
る
地
域
の
皆
様
方
よ
り
熱

い
声
援
を
励
み
に
日
々
の
活
動
に
邁
進
し
て
い
ま
す
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
部
の
ご
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

昨
年
度
よ
り
再
結
成
さ
れ
た
ク
ラ
ブ
も
２
年
５
名
、
新
入
生
５

名
を
加
え
10
名
で
朝
夕
、
休
日
の
活
動
を
通
し
て
全
国
大
会
出
場

を
目
標
と
し
て
お
り
ま
す
。
池
田
町
内
の
愛
好
家
の
皆
さ
ま
に
も

お
力
添
え
を
い
た
だ
き
２
年
目
の
今
年
は
、
全
国
高
校
総
体
、
高

校
新
人
大
会
、
全
国
選
抜
大
会
の
県
大
会
に
中
信
予
選
を
勝
ち
上

が
り
出
場
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
こ
の
間
、
長
野
県
ト
ッ
プ
の

チ
ー
ム
、
社
会
人
の
方
々
と
の
お
手
合
わ
せ
を
得
る
も
の
の
、
何

分
に
も
ま
だ
ま
だ
力
不
足
、
県
大
会
の
上
位
進
出
と
は
な
ら
ず
、

し
っ
か
り
と
戦
法
を
分
析
し
オ
ー
ダ
ー
を
再
編
し
て
次
年
度
に
向

か
い
ま
す
。
先
月
に
は
大
北
地
区
を
中
心
と
し
た
男
女
、
中
高
の

第
１
回
交
流
試
合
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
冬
も
、
し
っ
か
り
と
打
ち
込
み
ま
す
。
引
き
続
き
ご
支
援

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

　
　
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ
ン
の
誘
い

　

イ
ギ
リ
ス
風
庭
園
。
低
木
、
樹
木
を
主
体
と
し
、
宿
根
草
、
一
・

二
年
草
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
つ
く
ら
れ
た
…
な
ど
と
言
わ
れ
て

い
る
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ
ン
を
ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
池
工
の
長
い
歴
史
に
今
年
新
た
な
憩
い
の
場
が
で
き
ま
し

た
の
で
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

教
室
棟
の
窓
か
ら
外
を
眺
め
る
と
、
そ
こ
に
は
卒
業
生
が
学

習
の
成
果
を
活
か
し
憩
い
の
苑
へ
と
み
ち
び
い
て
く
れ
る
「 

東

屋 

」
、
夏
場
の
暑
さ
を
涼
し
げ
に
時
に
誘
う
「 

壁
泉 

」
、
い
つ

ぞ
や
皆
で
囲
む
「 

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ン
ロ
」
と
趣
向
を
凝
ら
し

た
数
々
の
作
品
に
心
が
高
鳴
り
ま
す
。
手
造
り
と
は
言
え
立
派

な
作
品
が
本
校
に
は
あ
り
ま
す
。
雪
が
積
も
る
冬
場
は
ま
だ
し
も

北
ア
ル
プ
ス
に
雪
の
こ
る
春
、
緑
濃
く
ま
ぶ
し
い
夏
、
風
そ
よ
ぎ

ス
ス
キ
ゆ
ら
す
秋
、
と
窓
か
ら
の
眺
め
で
は
な
く
多
く
を
庭
園
で

す
ご
し
て
は
ど
う
か
と
、
こ
れ
ま
で
も
安
ら
ぎ
を
も
と
め
た
花
壇

は
育
て
て
き
ま
し
た
が
、
学
び
に
宿
る
も
の
と
は
言
え
ず
に
残
念

な
形
で
し
た
。
そ
こ
で
、
足
を
運
べ
る
庭
園
計
画
が
生
ま
れ
ま
し

た
。
春
先
か
ら
彩
り
を
添
え
る
、
ビ
ン

ガ
（
日
々
草
）
、
バ
ー
ベ
ナ
・
テ
レ
ナ
、

紅
、
紫
あ
ざ
や
か
な
ス
テ
ッ
プ
ワ
ゴ
ン

（
キ
ン
ギ
ョ
ソ
ウ
）
に
ブ
ル
ー
サ
ル
ビ

ア
、
ア
ゲ
ラ
タ
ム
に
は
蜜
蜂
が
乱
舞
、

サ
ル
ビ
ア
・
ス
プ
レ
ン
デ
ン
ス
や
ア
フ

リ
カ
ン
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
は
季
節
を
構

わ
ず
咲
き
乱
れ
、
ポ
ル
チ
ュ
ラ
ー
カ
（
松

葉
牡
丹
）
や
レ
モ
ン
バ
ー
ム
セ
ダ
ム
は
ボ
ー
ダ
ー
に
、
秋
に
入
る

と
ナ
ス
タ
チ
ウ
ム
や
小
ぶ
り
の
ダ
リ
ア
が
季
を
待
っ
て
い
た
か
の

ご
と
く
に
観
る
人
を
た
の
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
長
雨
の
季
節
に

は
ガ
ク
ア
ジ
サ
イ
と
紅
色
の
山
ア
ジ
サ
イ
が
通
り
を
彩
り
ま
す
。

　

池
田
町
は
ハ
ー
ブ
の
里
、
カ
モ
ミ
ー
ル
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
を
は
じ

め
、
コ
ニ
フ
ァ
ー
の
寄
り
添
い
小
さ
な
花
香
る
の
は
ま
た
来
年
。

ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

生
徒
生
活
体
験
発
表
大
会

定
時
制　

川
上　

佳
明

　

９
月
17
日
、
塩
尻
市
文
化
会
館
レ
ザ
ン
ホ
ー
ル
で
『
中
信
地
区

定
時
制
通
信
制
生
活
体
験
発
表
大
会
』
が
開
催
さ
れ
、
各
校
代
表

７
名
が
出
場
し
、
自
身
の
生
活
体
験
を
発
表
し
ま
し
た
。
本
校
か

ら
は
校
内
選
考
で
選
ば
れ
た
３
年
生
の
髙
橋
亜
由
美
さ
ん
が
出
場

し
ま
し
た
。
「
勇
気
に
つ
い
て
」
と
い
う
題
名
で
、
自
分
の
過
去

を
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
の
夢
や
希
望
を
高
校
生
ら
し
く
、
さ
わ

や
か
に
発
表
し
ま
し
た
。
結
果
は
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
県
大
会
の

出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。
県
大
会
に
本
校
の
代
表
が
出
場
す
る

の
は
２
年
連
続
で
す
。

　

県
大
会
は
10
月
24
日
、
小
諸
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ス
テ
ラ

ホ
ー
ル
で
、
４
地
区
の
代
表
10
名
が

出
場
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

度
の
県
大
会
は
内
容
、
発
表
の
仕
方

と
も
に
レ
ベ
ル
が
非
常
に
高
く
、
聴

衆
の
心
を
強
く
打
つ
感
動
的
な
も
の

で
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
髙
橋
さ
ん
は
優
良

賞
で
し
た
が
、
校
内
発
表
会
、
中
信

地
区
大
会
、
県
大
会
と
大
勢
の
聴
衆
の
前
で
発
表
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
相
当
の
も
の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
を
跳
ね
返
し
や
り
遂
げ
た
貴
重
な
体
験
は
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
の
中
で
大
き
な
自
信
と
財
産
に
な
っ
て
い
く
こ
と
と
信
じ
て

い
ま
す
。
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☆開館時間 火・・・・・・午後    1 時 ~ 午後 6 時
 水・木・金・・午前 10 時 ~ 午後 6 時
   土・日・・・・午前 10 時 ~ 午後 5 時
☆ 12 月の休館日　　　　7 . 1 4 . 2 1 . 2 8 ～ 3 1 日

（28 日から 1 月 4 日まで年末年始・月曜休館です）

その他の新着書
地域おこし協力隊　椎川忍　編
下 町 ロ ケ ッ ト ２　　 池 井 戸　 潤
明 治・ 金 色 キ タ ン　 畠 中　　 恵
デス・エンジェル　 久間　十義
運命の花びら　　  　森村　誠一
ヨイ豊　　　　　　　梶　ようこ
窓辺の風　　　　　　宮城谷昌光
忘れる力　　　　　　外山滋比古
まいにちおやつ 　なかしましほ
天使がいっぱい　　　長谷川集平

ウォーク・イン・クローゼット
綿矢　りさ

つくしちゃんとすぎなさん
まはら三桃

ぼくの天国ポスト　
福田　岩緒

みんなのおばけ小学校　　
市川　宣子

みんなのくまくまパン
西村　敏雄

クリスマスイヴ の木
エミリー・サットン

もりでいちばんの
クリスマスツリー

いりやま さとし著
（佼成出版社）

　森で一番のクリスマスツ
リーを決めることになりま
した。
　動物たちはみんな、自分
のツリ―を選んでもらおう
とはりきりますが…。

やさしい精進料理
こころもからだもきれいになる

西川 玄房 著
( 淡交社 )

　著者は京都・妙心寺東林
院の住職。日々の食事にすぐ
にとりいれることができる、
おいしくて体にも優しいレシ
ピを紹介しています。

真田幸村　小説集
南原 幹男 [ ほか ] 著

末國 善己　編
（作品社）

新 着 書 ピ ッ ク ア ッ プ

☆クリスマスのおはなし会開催☆
その１☆日時：12 月 12 日（土）午前 10 時 30 分～
出演：あいそめぼんばーのみなさん
その２☆日時：12 月 23 日（水・祝）午前 10 時 30 分～
出演：ことばの森のみなさん
会場：2 階児童図書室　参加費：無料
☆12月23日（水・祝）は祝日特別開館で、午前10時から午後
5時まで開館します。お正月に読む本を借りるチャンスです。
☆年末年始の開館情報☆
12 月 28 日（月）～ 1 月 3 日（日）年末年始休館
1 月　 ４日（月） 月曜休館
1 月　 ５日（火） 開館　午前 10 時から午後６時まで

　
て
る
て
る
坊
主
で
ギ
ネ
ス
記
録
に
挑
戦

　
　
　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

10
月
23
日
、
『
て
る
て
る
坊
主
で
ギ
ネ
ス

記
録
』
に
全
校
で
挑
戦
し
、
1
万
１
７
４
４

個
の
て
る
て
る
坊
主
を
校
庭
に
飾
り
ま
し
た
。

目
標
の
1
万
個
を
大
幅
に
超
え
る
記
録
と
な

り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

池
田
町
町
制
１
０
０
周
年
・
合
併
60
周
年

と
い
う
記
念
の
年
に
、
自
分
た
ち
で
町
の
た

め
に
何
か
で
き
な
い
か
と
い
う
発
想
か
ら
は

じ
ま
っ
た
今
回
の
企
画
。
池
田
町
が｢
て
る

て
る
坊
主
の
ふ
る
さ
と｣

で
あ
る
こ
と
か
ら

数
多
く
の
て
る
て
る
坊
主
を
作
っ
て
校
庭
に

飾
り
、
そ
れ
を
ギ
ネ
ス
記
録
に
申
請
し
た
ら

ど
う
か
と
い
う
具
体
的
な
計
画
に
な
り
、
こ

れ
ま
で
の
１
０
０
年
と
こ
れ
か
ら
の
１
０
０

年
を
か
け
て
1
万
個
と
い
う
目
標
設
定
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
日
頃
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
町
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
、
地

域
貢
献
や
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
、
自
分

た
ち
の
団
結
力
を
高
め
た
い
と
い
う
思
い
も

込
め
て
進
め
て

き
ま
し
た
。

  

こ
の
企
画
を

進
め
る
に
あ
た

り
、
材
料
の
準

備
や
展
示
方
法

な
ど
池
田
町
観

光
協
会
の
方
々

に
全
面
的
に
ご

協
力
い
た
だ
い

た
お
か
げ
で
準

備
を
ス
ム
ー
ズ

に
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

９
月
中
旬
か

ら
生
徒
、
保
護

者
の
皆
さ
ん
、

地
域
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
目
標

の
1
万
個
目
指
し
て
て
る
て
る
坊
主
を
制
作

し
て
き
ま
し
た
。
自
分
の
家
に
あ
っ
た
布
で

て
る
て
る
坊
主
を
作
っ
て
、
わ
ざ
わ
ざ
学
校

へ
届
け
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
実
行
委
員
長
の
片
瀬
雄
吾
さ
ん
が
、

町
制
１
０
０
周
年
の
記
念
講
演
で
来
町
さ
れ

た
三
四
六
さ
ん
に
、
直
接
こ
の
企
画
の
宣
伝

を
お
願
い
し
た
こ
と
に
よ
り
、
Ｆ
Ｍ
長
野
の

番
組
で
取
り
上
げ
て
も
ら
っ
て
多
く
の
方
に

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
日

も
大
勢
の
地
域
の
方
々
や
保
護
者
の
皆
様
に

ご
来
校
い
た
だ
き
、
作
業
の
様
子
や
飾
り
付

け
た
て
る
て
る
坊
主
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ま
た
、
生
徒
に
と

っ
て
は
う
れ
し
い
こ
と
で
し
た
。

　

て
る
て
る
坊
主
を
制
作
し
て
く
れ
た
全
校

生
徒
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
こ
の
企
画
を
進

め
た
実
行
委
員
会
の
生
徒
24
名
は
、
何
日
も

居
残
り
を
し
て
糸
付
け
や
計
数
、
箱
詰
め
な

ど
を
し
て
陰
で
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

吊
し
た
後
カ
ウ
ン
ト
を
待
つ
間
、
生
徒
が

こ
の
企
画
に
寄
せ
た
思
い
を
発
表
し
ま
し
た

が
、
あ
る
１
年
生
の
男
子
生
徒
が｢
一
生
の

中
で
て
る
て
る
坊
主
を
1
万
個
吊
し
た
と
こ

ろ
は
二
度
と
見
ら
れ
な
い
と
思
う
の
で
、
こ

の
光
景
を
し
っ
か
り
目
に
焼
き
付
け
て
お
き

た
い｣

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に
そ

の
通
り
で
、
ギ
ネ
ス
の
記
録
も
大
事
で
す
が
、

何
年
後
か
に｢

そ
う
い
え
ば
た
く
さ
ん
て
る

て
る
坊
主
作
っ
て
吊
し
た
な｣

と
か｢

校
庭

に
吊
し
た
あ
の
風
景｣

と
い
う
記
憶
も
き
っ

と
宝
に
な
る
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
後
必
要
な
書
類
、
映
像
、
画
像
な
ど
を

整
え
、
ギ
ネ
ス
協
会
へ
記
録
の
申
請
を
行
い

ま
す
。
早
く
て
も
１
ヶ
月
以
上
は
審
査
に
か

か
る
よ
う
な
の
で
、
２
学
期
の
終
わ
り
ま
で

に
結
果
を
お
伝
え
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

高　瀬　中　学　校

　南原幹雄、菊池寛、池波正
太郎などの著名な作家によ
る傑作歴史小説全 8 作を収
録。　来年度の NHK 大河ド
ラマ『真田丸』の予備知識と
してどうぞ。
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◆
活
動
の
窓
◆

■
第
６
回
み
ん
な
の
文
化
祭
開
催

　

10
月
30
日
～
11
月
1
日
ま
で
池
田
町

総
合
体
育
館
で
第
6
回
み
ん
な
の
文
化

祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
展
示
・
芸
能
発
表
に
加
え
、

町
制
施
行
１
０
０
周
年
・
合
併
60
周
年

を
記
念
し
た
町
商
工
会
の
主
催
す
る
産

業
祭
を
同
時
開
催
し
、
ま
た
特
別
展
示

で
は
池
田
町
１
０
０
年
史
、
さ
ら
に

１
０
０
・
60
周
年
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の

「
ひ
げ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
企
画
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

展
示
部
門
は
70
の
団
体
、
個
人
か
ら

１
３
０
０
点

余
り
の
出
品

が
あ
り
、
芸

能
発
表
で
は

13
の
団
体
・

個
人
が
発
表

し
、
延
べ
約

１
千
人
の
方

に
ご
来
場
い

た
だ
き
、
た
い
へ
ん
盛
況
な
文
化
祭
と

な
り
ま
し
た
。

■
新
池
田
学
問
所
開
催
講
座
の
お
知
ら
せ

第
７
回
み
の
り
塾

　

実
録
‼
大
町
警
察
24
時

　

日
時　

12
月
16
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

　

場
所　

池
田
町
公
民
館
講
堂

　

講
師　

大
町
警
察
署
職
員

　

身
近
に
は
特
殊
詐
欺
を
は
じ
め
様
々

な
犯
罪
が
影
を
ひ
そ
め
て
い
ま
す
。
そ

の
全
貌
を
実
例
を
あ
げ
て
明
ら
か
に
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

公
開
講
座
と
な
り
ま
す
の
で
、
ど
な

た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

　

参
加
費
無
料
で

申
込
の
必
要
も
あ

り
ま
せ
ん
の
で
ご

近
所
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

み
ら
い
塾

　

若
者
が
新
し
い
繋
が
り
を
作
る
場
、

仲
間
を
作
る
場
が
み
ら
い
塾
で
す
。

　

誰
で
も
参
加
で
き
て
、
知
り
合
い
が

増
え
、
遊
び
仲
間
が
増
え
て
い
っ
た

ら
、
一
人
で
出
来
な
い
こ
と
も
実
現
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

み
ら
い
塾
は
様
々
な
企
画
を
通
し

て
、
若
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す

る
こ
と
を
目
的
に
し
た
講
座
で
す
。

　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
部
門
は
隔
月
１
回
程

度
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
は
月
１
回
行
っ
て

い
ま
す
。
対
象
は
概
ね
20
歳
～
40
歳
程

度
で
在
住
地
は
問
い
ま
せ
ん
。
参
加
を

希
望
さ
れ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
せ
先

　

池
田
町
公
民
館　

℡
62
―
２
０
５
８

■
町
民
球
技
大
会
開
催

　

10
月
12
日
、
体
育
の
日
に
全
５
種
目

で
開
催
し
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
選
手
も
応
援
に
来
た
方
も
親
睦
を

深
め
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
満
喫
で

き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

各
種
目
の
優
勝
チ
ー
ム
等
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◇
野　

球

　
　

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク　

滝　

沢

　
　

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク　

内　

鎌

　
　

Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク　

吾
妻
町

◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク　

林　

中

　
　

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク　

千
本
木
台

　
　

Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク　

渋
田
見

◇
卓　

球　
　
　
　

三
丁
目

◇
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル　

半
在
家

◇
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

　
　

団
体　
　
　
　

四
丁
目

　
　

個
人
男
子 

中
島　

睦
（
吾
妻
町
）

　
　
　
　
女
子 

中
村
豊
子
（
四
丁
目
）

■
第
20
回
記
念

　
全
国
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
出
場

　
11
月
６
日
に
開
幕
す
る
第
20
回
記
念

全
国
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

「
こ
と
ぶ
き
の
部
（
60
歳
以
上
）
」
に

池
田
町
の
選
手
を
中
心
に
つ
く
る
マ
マ

さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
さ
く

ら
」
が
県
代
表
と
し
て
初
出
場
す
る
た

め
、
10
月
29
日
に
町
長
を
表
敬
訪
問
し

ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
は
15
年
ほ
ど
前
に
大
北
地
域

の
50
代
の
選
手
が
集
ま
っ
て
結
成
。
月

に
１
回
程
度
の
練
習
を
重
ね
、
日
頃
の

活
動
・
実
績
等
か
ら
、
県
マ
マ
さ
ん
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
の
推
薦
を
受
け
、
９

月
に
代
表
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

白
澤
妙
子
監
督
は
「
せ
っ
か
く
の
機

会
な
の
で
楽
し
く
試
合
を
し
、
１
勝
で

も
多
く
試
合
に
勝
て
れ
ば
」
と
チ
ー
ム

を
代
表
し
て
意
気
込
み
を
語
っ
て
い
ま

し
た
。

問
い
合
せ
先

　
　

総
合
体
育
館　

℡
62
―
７
６
５
４

総
合
体
育
館
よ
り

芸能発表では池田小唄も発表されました産業祭にも多くの皆さんが訪れました

表敬訪問をした選手と町長
広報いけだ 16



　10 月 16 日、花いっぱいコンクー

ル受賞者表彰式が町長室で行われまし

た。9 月の審査会の結果、全応募者が

見事な花づくりで受賞となりました。

受賞者は賞状と副賞を受け取った後、

良い花づくりについて懇談しました。

受賞者は次のとおりです。

＜町長賞＞（団体）

堀之内・５丁目・4 丁目・半在家・滝の台・

南台

＜議長賞＞

丸山俊典さん（豊町）　

　10 月 18 日、クラフトパークで第

2 回信州池田ワイン祭りが開催されま

した。絶好の秋晴れの中、県内外から

約 1000 人が訪れ、池田町産のぶどう

を原料にしたワインを楽しみました。

　ワイン用ぶどうを PR し、将来ワイ

ンの産地化を図るなどの目的で昨年か

ら開催されていますが、昨年好評だっ

たため、今年は募集人数を倍に増やし

ました。また、バーベキュー用の豚肉

やおつまみも大人気。町外からの参加

者は「気持ちいい環境の中での美味し

いワインは最高」と話していました。

　10 月 20 日、長野銀行の中條頭取

が役場を訪れ、大峰高原七色大カエデ

の保護費として 10 万円を町に寄付し

ていただきました。長野銀行は平成

23 年度から「ながぎん地域応援キャ

ンペーン」という名称で、定期預金の

運用益の一部を県内の文化財や観光資

源の保護にあてる事業を行っていま

す。今年度は当町を含む 10 カ所が選

ばれました。今回いただいた寄付金

は、七色大カエデを訪れた方々が快適

に鑑賞できるよう、周辺の環境整備に

使わせていただく予定です。

長野銀行が大カエデの保護費
として10万円寄付第2回信州池田ワイン祭り開催 池田町花いっぱいコンクール

受賞者表彰式が行われました

　10 月 30 日から 11 月１日にかけ

て、町総合体育館で池田町みんなの文

化祭が開催されました。

　展示部門では、絵画や写真など渾身

の力作が会場いっぱいに展示されて

いました。また 31 日の芸能祭では、

音楽、踊り、詩吟、書道などバラエ

ティーに富んだパフォーマンスが披露

されました。

　今年は池田町の企業が参加した産業

祭が初めて同時開催され、文化祭と併

せ多くの人が集いました。

　10 月 20 日、町公民館で戦没者追

悼式を開催しました。第 2 次世界大

戦後 70 年目の節目の年に、町や遺族

会などから約 50 人が出席しました。

　式典では黙とうの後、出席者全員が

献花し、戦没者の冥福を祈りました。

　戦後 70 年が経過し、遺族会員も高

齢化していますが、参加者からは、

「これからも、戦争の悲惨さを次世代

に伝え、戦争を起こさない世の中にし

ていかなければならない」との声があ

りました。

　10 月 26 日、高瀬中学校および子

育て支援ネットワーク連絡協議会は高

瀬中体育館で「夜回り先生」こと水谷

修氏を講師に迎え、人とのつながり

や命の大切さをテーマにした講演会

を開催しました。講演では、深夜の繁

華街でのパトロールで自らが関わった子

ども達のエピソードから、薬物の危険性

を説くとともに、人とのつながりが未来

を作っていくことについてお話されまし

た。全校生徒ほか保護者約 30 人が参加

し熱心に聞き入っていました。

「夜回り先生」公開授業平成27年度戦没者追悼式 みんなの文化祭開催
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えのないようにご注意ください）

北アルプス平日夜間小児科

　　　　・内科急病センター

●休業日　平成 27 年 12 月 29 日

（火）～平成 28 年 1 月 3 日（日）

　休業期間中は電話での対応も行い

ません。当番医等での受診をお願い

します。

【問】北アルプス広域連合　総務課

総務係　℡ 22-6764

陸上自衛官募集

　陸上自衛官の募集を下記のとおり

行っています。

●募集　陸上自衛隊高等工科学校生

徒【一般試験】

●資格　中卒（見込含む）で 17 歳

未満の男子

●受付　受付中～平成 28 年 1 月８

日（金）まで

●試験日　平成 28 年 1 月 23 日 ( 土 )

　※ 町では、自衛官募集時の適齢

者情報提供について、住民基本台帳

法による住民基本台帳の一部の写し

の閲覧請求により対応しています。

また、閲覧の状況については、町

ホームページで公表しています。

【問】自衛隊長野地方協力本部

松本地域事務所℡ 0263-36-2787

　長野県生涯学習推進センターでは

長野県総合教育センターと共催で子

ども・若者の支援と地域づくりを

テーマにした研修を開催します。

　生きづらさを抱える若者たちを支

援する「30 日間のセルフチャレン

ジキャンプ」を６年間企画・運営し

てきた講師をお招きし、「若者の可

能性を引き出す 10 のポイント―支

援者に必要なマインド・スキル・セ

ンスとは？―」として若者の可能性

を引き出すために必要なことを学び

ます。

●日時　平成 28 年１月 28 日（木）

●会場　長野県生涯学習推進セン

ター（塩尻市片丘南唐沢 6342-2）

●講師　国立青少年教育機構　指導

主幹　北見康直氏

●募集人員　100 名

　※託児がありますのでご利用く

ださい。

【申込・問】長野県生涯学習推進セ

ンター　℡ 0263-53-8825

FAX0263-53-8825

浅田　琉
る い

惺　（将弘・勝子／内鎌）

堀内こはる　（卓・みち子／１丁目）

塩島　太
た ろ う

朗　　（豊三・香／豊町）

百瀬　壮
そ う た

汰　（剛・千穂／吾妻町）

小林明
あ す か

日花　（芳徳・幸恵／東町）

原田惠美子 84  中之郷

倉科　澄子 88  ５丁目

立野美佐子 94  渋　南

勝野　直吉 69  ２丁目

（10 月受付分　敬称略）

（
池
田
町
短
歌
同
好
会
選
）

秋
深
く
餌え

さ

を
求
め
て
巨
大
熊
街
中
近
く
う
ろ
つ
き
出い

で

ぬ

菊
島　

進　

（
滝
の
台
）

山
幾
重
淡
き
茜
の
夕
空
に
見
え
か
く
れ
し
て
鳥
影
の
ゆ
く

小
林　

栄
子
（
四
丁
目
）

山
の
端
の
狐
の
嫁
入
り
爺
さ
ま
の
腕

か
ひ
な

に
聞
き
し
昔
話
に

斉
藤　

恵
子
（
滝　

沢
）

ア
ル
プ
ス
の
真ま

っ
赤か

な
夕ゆ

う
ひ陽

輝か
が
やき

て
夢ゆ

め
か
さ重

ね
つ
つ
こ
の
道
を
ゆ
く

田
中　

昭
夫
（
内　

鎌
）

御お
ん
た
け嶽

山
に
散
り
し
尊
き
命
花
哀
し
み
新
た
一ひ

と
と
せ時

経
ち
て

中
沢

恵
（
十
日
市
場
）

こ
の
町
に
生あ

れ
て
育
ち
て
ま
た
子
へ
と
未
来
の
町
の
穏
し
を
願
ふ

中
山　

都
子
（
豊　

町
）

霜
降
り
て
一
気
に
散
り
し
庭
木
々
の
落
ち
葉
集
め
て
木こ

下
に
敷
き
ぬ

 
 

 
 

平
林　

一
郎
（
一
丁
目
）

書
き
さ
し
の
原
稿
そ
の
ま
ま
横
に
な
り
ぬ　

明
日
あ
る
こ
と
を
つ・

・ゆ
疑
は
ず

 
 

 
 

平
林　

芳
子
（
一
丁
目
）

峰
の
柿
ま
だ
捥
ぐ
ら
し
く
枝
越
し
に
梯
子
掛
け
あ
り
霧
深
き
朝

村
山
み
ち
子
（
三
丁
目
）

※
今
月
の
投
稿
作
品
9
首
。
掲
載
順
は
氏
名
五
十
音
順

　
　
　
　
　
　

※
作
者
の
意
図
に
よ
り
、
あ
え
て
ふ
り
が
な
を
ふ
ら
な

　
　
　
　
　
　
　

い
場
合
等
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

2 月号掲載短歌募集
　はがきに作品 1 点を記入し、12 

月末日までに投稿してください。対

象は町内在住の方のみです。作品に

は①地区名②氏名③電話番号④中学

生以下の方は学校名と学年を明記し

てください。投稿多数の場合は、選

者により選考（10 首以内）して掲

載します。なお、選者により語句の

訂正等をさせていただく場合があり

ますので、ご了承ください。

■あて先 〒 399-8696（住所不要）

  池田町役場総務課総務係

  ℡ 62-3131

地域づくり推進研修
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〈お詫びと訂正〉
　広報いけだ 11 月号の 6 ペー
ジで、誤りがありました。
　防犯のポスターで「防犯 小学
生の部 高瀬中 6 年 加藤 彩愛
さん」と掲載されていましたが、
正しくは「防犯 中学生の部 高
瀬中２年 加藤 彩愛さん」です。
　ご本人およびご家族、関係者
にご迷惑をお掛けしましたこと
をお詫びするとともに、ここに
訂正させていただきます。



　行政相談とは行政に対する苦情や

意見等を町民の皆さんからお聞き

し、その解決や実現を目指す制度で

す。相談は無料で秘密は固く守られ

ます。

●日時　12 月 16 日（水）　

午前 9 時～正午

●会場　池田町福祉会館　静養室２

●行政相談委員　松田親人委員

【問】総務課 総務係　℡ 62-3131

暮らしの中の悩みごと相談所開設

　12 月 4 日から 10 日まで第 67 回

人権週間です。大町人権擁護委員協

議会および長野地方法務局大町支局

では、暮らしの中の悩みごと相談所

（人権特設相談所）を開設します。

家族・相続・金銭貸借・いじめ・交

通事故など身近な問題でお困りの方

はお気軽にご相談ください。

●日時　12 月 8 日（火）

午前 9 時～正午

●場所　池田町福祉会館

●相談担当者　人権擁護委員

※相談は無料で秘密は固く守られます。

【問】長野地方法務局大町支局　

　総務係℡ 22-0379

くらしと健康の相談会開催

　失業・倒産・多重債務・家庭問題

等について、弁護士が無料で相談に

応じ、あわせて保健師による健康相

談を行います。予約制ですのでお電

話でお申し込みください。

●日時　12 月 4・11・18・25 日（い

ずれも金曜日）午前 10 時～午後 3

時（相談時間は一人１時間程度）

●会場　大町合同庁舎 1 階　大町

保健福祉事務所　診察室

●定員　1 日４人

※ 予約は相談日の 2 日前まで受け付

けますが、25 日分は 22 日までとな

ります。

【予約・問】大町保健福祉事務所　

健康づくり支援課　保健師　℡ 23-

6529

多重債務者無料相談会開催

　借金に関するトラブルで、一人で

悩んでいませんか？弁護士・司法書

士による多重債務者無料相談会が開

催されます。あなたにあった解決方

法をアドバイスしてもらえますので、

借金問題でお困りの方は、この機会

に相談窓口へお出かけください。

　面談は予約制で行いますので、事

前に以下の予約先へお電話くださ

い。（※予約は 11 月 25 日（水）か

ら 12 月９日（水）までの土・日曜日

を除く午前 8 時 30 分から午後 5 時

の間に受け付けています。）

●日時　12 月 10 日（木）

午前 10 時～午後 5 時

●会場　中信消費生活センター（県

松本合同庁舎４階）

【予約・問】中信消費生活センター

　℡ 0263-40-3660

日赤社資募集へのご協力のお礼

　本年５月から自治会を通じて行

いました日本赤十字社の社資募集

は、 皆 さ ま の ご 協 力 に よ り 総 額

1,304,820 円の社費が集まり、この

度日本赤十字社長野県支部に送金し

ました。これらは全て、災害救護活

動や福祉活動などの人道的活動のた

め有効に活用します。ご協力いただ

き誠にありがとうございました。

【問】総務課 総務係　℡ 62-3131

大町蓮華スキークラブ
クラブ員募集のお知らせ

　大町蓮華スキークラブでは、未就

学児から小・中学生のクラブ員を募

集しています。

　爺が岳スキー場を拠点に、競技ス

キー（大回転、回転）の練習を行い、

各種大会に参加しています。また、

保護者の方々のスキーレッスンや親

睦会、スキー旅行なども行っていま

す。詳しくはお問い合せください。

【問】蓮華スキークラブ事務局

担当：津野尾　℡ 090-5798-7877

6007 北アルプス広域連合
年末年始休業日のご案内

　北アルプス広域葬祭場
●休業日　平成 27 年 12 月 31 日

（木）から平成 28 年 1 月 3 日（日）

●休業日の予約受付　電話での予約

受付は、動物を除き平常どおり行い

ます。動物の火葬については 1 月 4

日（月）から受け付けます。

●予約電話番号　21-4131（お間違

行政相談委員相談所の開設
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期　　日 医療機関名 電話番号

医
　
　
　
科

12月　6日（日）
内 あづみ病院 62-3166
外 あづみ病院 62-3166

12月13日（日）
内 近藤医院 62-9187
外 狩谷整形外科医院 22-7788

12月20日（日）
内 太田医院 62-1010
外 栗林医院 22-0305

12月23日（祝）
内 若林医院 62-2105
外 西森整形外科 61-1700

12月27日（日）
内 松本クリニック 61-5151
外 石曽根医院 22-0142

12月30日（年末）
内 吉村医院 61-5666
外 狩谷整形外科医院 22-7788

12月31日（年末）
内 あづみ病院 62-3166
外 あづみ病院 62-3166

北アルプス平日夜間　小児科・内科救急センター
大町文化会館隣「フレンドプラザ大町」1F

毎週月～土19時～21時
26-6199

内=内科　外=外科

診
療
時
間

■医　科　　午前9時　～　午後5時  
■歯　科　　午前9時　～　正午　（要事前連絡）
■薬　局　　午前9時　～　午後5時30分

期　　日 医療機関名 電話番号

歯 

　
　
科

12月　6日（日） 西澤歯科医院 22-5091
12月13日（日） 佐藤歯科医院 23-3211
12月20日（日） おだ歯科 62-9888
12月23日（祝） グリーン歯科クリニック 23-6666
12月27日（日） あづみ野歯科 62-2332
12月29日（年末） 大町病院口腔外科 22-0415
12月30日（年末） 大町病院口腔外科 22-0415
12月31日（年末） 大町病院口腔外科 22-0415

期　　日 薬　局　名 電話番号

薬
　
　
　
局

12月　6日（日）
キムラ薬局 62-5210
フロンティア薬局安曇野店 61-5500

12月13日（日）
内川薬局板取 62-9912
ナシダ薬局 62-6370

12月20日（日） 白樺薬局 62-0010
12月23日（祝） すみれ薬局 85-2061
12月27日（日） 池田土屋薬局 61-5021
12月30日（年末） 松川とをしや薬局 61-1527
12月31日（年末） キムラ薬局 62-5210

■12月の主な行事
期　　日 行　事　名

12月　1日(火) 年末交通安全運動（31日まで）
12月　6日(日) 粗大ごみ回収日
12月27日(日) 消防団年末特別警戒（30日まで）

■人の動き
11月1日現在　（　）内は前月比
●人口　10,272人（△1）　男 4,912人（△2） 女 5,360人（+1）
●世帯数　3,934世帯（+3）

■12月の納税等
住民税（第4期）　　　　　【納期限12月 25日】
国保税・後期高齢（第6期）【納期限12月 25日】
※口座振替日は 12 月 25 日（金）です。前日までに残高の確認をお願いします。

■上水道休日緊急当番店
期　　日 店　　名 電話番号

1 2 月 　5日（ 土 ） 稲洋水道（株） ０９０-１２００-９７３１
1 2 月 　6日（日） （株）クサダ ０２６３-４８-３１１９
12月12日（土） （有）信州保温 ０９０-４６１５-３２９９
12月13日（日） （有）東設備 ０９０-３０８３-３７７０
12月19日（土） 小林設備 ０９０-７２１３-７２１８
12月20日（日） 池田商会 ０９０-１０５７-５０００
12月23日（祝） （有）みやび設備 ０９０-１８６９-３３５２
12月26日（土） （有）三和テクノ ０９０-１６１３-９４２５
12月27日（日） エムケーシステム ０９０-４４６４-８１４７
12月28日（年末） （有）勝野設備工業所 ６２-６５００
12月29日（年末） （有）設備工業 ０９０-５４１２-１４０２
12月30日（年末） （株）中部水工池田営業所 ６２-８３６４からケータイへ転送
12月31日（年末） （有）サン設備工業 ６２-２４４８

■休日の緊急当番医等　(当番機関は変更になる場合があります。確認してから来院してください)

■各種相談窓口
相　談　内　容 開催場所(受付・問い合せ先） 開催日時

子育ての悩み相談　育てにくい子どもの相談
カウンセラー相談　児童虐待相談　DV相談 総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

子ども支援センター ℡ 61-5000 

月曜日～金曜日

午前8時30分
～

午後5時15分

幼児食・栄養・乳房マッサージ・血圧相談など 保健センター ℡ 61-5000 
高齢者総合相談

（介護・虐待・成年後見・その他）
地域包括センター ℡ 61-5000 
※時間外及び休日等の場合は役場 ℡62-3131 にて受付

障がい者への虐待相談
障がい者虐待防止センター ℡ 61-5000 
※時間外及び休日等の場合は役場 ℡62-3131 にて受付

身体・知的・精神の各障害や生活など
総合福祉センター(福祉係） ℡ 61-5000 

大北圏域障害者総合支援センター ℡ 26-3855 
こども教育相談室 教育会館 ℡ 61-1430 
消費生活トラブル相談

役場本庁舎　住民課生活環境係 ℡ 62-2203 
多重債務（借金）相談 毎週火・木曜日（要予約）
自殺予防　長野いのちの電話 社会福祉法人長野いのちの電話　　　　　℡ 0263-29-1414 午前11時～午後10時（年中無休）
行政相談 池田町福祉会館　静養室2 ℡ 62-3131 12月16日(水)午前9時～正午

あすなろ会（自死遺族交流会） 長野市内
（長野県精神保健福祉センター） ℡ 026-227-1810 毎月第2土曜日

午後1時30分～3時30分

依存症家族グループミーティング
（ギャンブル・薬物・アルコール依存症の方）

長野県精神保健福祉センター ℡ 026-227-1810

毎月第2・4木曜日
午後1時30分～3時30分

依存症当事者グループミーティング
（ギャンブル・薬物・アルコール依存症の方）

毎月第1・3火曜日
午後1時30分～3時30分

青年期グループ（高校生以上から39歳ぐらい
までの社会的な活動の機会が少ない方）

毎月第2・4水曜日
午後2時30分～4時30分
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